
スポーツ庁、文化庁、観光庁が連携し、スポーツ×文化×観光による新たな地域振興とインバウンド活性化施策を考える

「スポーツ文化ツーリズム国際シンポジウム」3月16日初開催

【報道関係各位- 事後速報レポート】
2017年3月16日

スポーツ庁、文化庁、観光庁（以下、3庁）では、3庁の政策連携による相乗効果によって、新たに生まれる地域ブランドや日本

ブランドを確立・発信し、訪日観光客の増加や，国内観光活性化を図るため、平成28年3月に包括的連携協定を締結していま

す。同年9月には、全国から公募した取り組みの中から10選を選定し公表しました。

今回、初開催となる「スポーツ文化ツーリズム国際シンポジウム」プログラム内にて、10選の中から大賞・長官賞を表彰する「ス

ポーツ文化ツーリズムアワード2016」 表彰式を、2017年3月16日、都内で開催。

表彰式では、プレゼンターとして、鈴木大地 スポーツ庁長官、宮田亮平 文化庁長官 、田村明比古 観光庁長官が出席。「ス

ポーツ文化ツーリズムアワード2016」大賞として、「サイクリストの聖地「瀬戸内しまなみ海道」を核としたサイクルツーリズム」（瀬戸

内しまなみ海道振興協議会）、スポーツ庁長官賞に「世界遺産姫路城マラソン」（兵庫県姫路市）、文化庁長官賞に「スポーツ流

鏑馬大会」（青森県十和田市）を表彰 しました。

「スポーツ文化ツーリズム国際シンポジウム」は、海外・国内の多彩な有識者をゲストに迎え、スポーツ×文化×観光による新た

な地域振興と、インバウンド活性化施策を考える契機とした講演とクロストークセッション・ワークショップからなるイベントです。

本アワード表彰式のほか、一般社団法人日本スポーツツーリズム推進機構会長で早稲田大学スポーツ科学学術院教授も務め

る原田宗彦氏による「基調講演」では、「スポーツ文化ツーリズムのいまと今後の展望」が語られたほか、スポーツレジャー、文化

産業、観光ビジネス、地域振興等、各業界ジャンルにおいて第一線で活躍している有識者を招き、国内事業の課題や可能性を

考える「クロストークセッション」、自治体関係者や学生が実際の事例をもとにアイディアを発表する「ワークショップ」を展開。各地

方で培われているスポーツ・文化資源を観光視点で事業・イベント化しながら、国内はもとより広く海外に向けて発信していく、今

後の地域活性に欠かせない活動として理解を深める場として盛り上がりました。

今後、様々な自治体や地方団体にて開発・発展していくことが予想されるスポーツ文化ツーリズムにご注目ください。

表彰式のほか、基調講演やクロストークセッション、ワークショップ等も⾏われました

全国の事業・イベント事例10選の中から⼤賞・⻑官賞を発表する

「スポーツ文化ツーリズムアワード2016 表彰式」にて、

「サイクリストの聖地「瀬⼾内しまなみ海道」を核としたサイクルツーリズム」
（瀬⼾内しまなみ海道振興協議会）が⼤賞を受賞

スポーツ庁⻑官賞には「世界遺産姫路城マラソン」（兵庫県姫路市）、文化庁⻑官賞には「スポーツ流鏑⾺⼤会」（⻘森県⼗和⽥市）を表彰

〜表彰式には、スポーツ庁⻑官 鈴⽊⼤地、文化庁⻑官 宮⽥亮平、観光庁⻑官 ⽥村明比古

が登壇し、3庁連携事業の推進をアピール〜

左から：鈴木大地 スポーツ庁長官、宮田亮平 文化庁長官 、
管 今治市長（大賞受賞）、田村明比古 観光庁長官

10選団体代表者３賞受賞者：左2人目より内海 姫路市副市長
（スポーツ庁長官賞受賞）、管 今治市長（大賞受賞）、
十和田市観光商工部観光推進課 長畑主査
（文化庁長官受賞）



開催概要

＜本資料に関する報道関係者様からのお問合せ先＞ 「スポーツ文化ツーリズム国際シンポジウム」ＰＲ事務局

TEL：03-5778-4844/FAX：03-3406-5599/Mail：frontier-pr@frontier-i.co.jp /担当：北川（携帯：090-2546-8717）・松本・千葉

＜当日プログラム及び登壇者紹介＞

■催事名称 ：スポーツ文化ツーリズム国際シンポジウム

■主催 ：スポーツ庁、文化庁，観光庁

■日時 ：2017年3月16日（木）13:30～18:00（予定） ※13:00～開場

■入場者 ：事前申込み制 シンポジウム150名、ワークショップ20名 ※入場料無料

■会場 ：スパイラルホール（東京・青山／スパイラル３F） （東京都港区南青山5-6-23）

■内容 ：スポーツ文化ツーリズムを更に振興し、2020年までに訪日外国人4,000万人という目標値に

貢献するような魅力あるコンテンツを生み出すため、スポーツ文化ツーリズムをテーマとした

国際シンポジウムの開催。「スポーツ文化ツーリズムアワード2016」入選作品からの表彰式。

TIME LAP プログラム 登壇者 場所 内容
13:00 30 受付

13:30 10 開会、オープニングアクト
太鼓センター/TAIKO-
LAB 京都・⻘⼭、
WADO実⾏委員会

ホール 開会挨拶

13:40 25 基調講演 JSTA会⻑ 原⽥宗彦氏 ホール
「スポーツ文化ツーリズム」のいまと今後の展望
※今回のシンポジウム開催意義・経緯や、
スポーツ文化ツーリズムアワード設⽴のご説明。

14:05 45 スポーツ文化ツーリズムアワード
2016表彰式

・スポーツ庁⻑官
鈴⽊ ⼤地

・文化庁⻑官
宮⽥ 亮平

・観光庁⻑官
⽥村 明比古

・10選団体代表者

ホール

スポーツ文化ツーリズムアワード2016の10選紹介、認定証授与。
代表者は登壇、各団体をご紹介。

⼤賞、各庁⻑官賞を発表〜表彰・⻑官コメント
~受賞者コメント（15分）
フォトセッション（10分）

14:50 10 休憩

15:00 70 クロストークセッション

（コーディネーター）
JSTA会⻑ 原⽥ 宗彦氏
（パネリスト）
マイク・ハリス氏
マンリオ・カデロ氏
原⽥ 静織氏
中村 政人氏

ホール

「海外から⾒た、⽇本のスポーツ文化ツーリズム。スポーツ・文化・観
光の融合と、地域の可能性。」
（スポーツ・文化・観光・地域振興など専門分野視点からのスピー
チ、スポーツ文化ツーリズムの発展に向けて、それぞれの融合につい
てクロストークセッション。）
※スタートから5名ご登壇。ステージ上の椅子に座ってのクロストーク
セッション。

16:10 20 交流会／会場転換 ホワイエ ホワイエにて来場者同⼠の交流を深める

16:30 90 スポーツ文化ツーリズム
（ワークショップ） ホール

観光業界関係者や、一般の参加者と、参加団体で課題を討議す
るワークショップ（60分）。
各団体毎に、アイディアを発表。（30分）

18:00 終了


